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■ 舞鶴市の概況 

【位 置】 

舞鶴市は本州のほぼ中央部、日本海が最も深く湾入したところにあります。京都府の

北東部を占め、京阪神から１００㎞圏に位置します。 

   若狭湾に湾口を開いた舞鶴湾は、波静かな天然の良港を形成しており、また約１２０

㎞に及ぶ海岸線一帯は、入り江と岬が美しく交差したリアス式海岸で若狭湾国定公園に

指定されています。〔東経１３５度１０分～２９分 北緯３５度２３分～４３分〕 

  【人口と世帯数】（令和５年４月１日現在＝推計） 

   人口７７，２２２人で世帯数は３９，２０５世帯となっております。 

  【面積・地勢】 

   舞鶴市域の内平野のほとんどは河川流域で、平地面積は非常に少なく、大部分が青葉

山、三国岳、弥仙山などの山々と丘陵からなっています。また、河川は市域の西部に縦

貫する由良川（総延長１４６㎞）のほか、伊佐津川、祖母谷川などの中小河川が市内各

地に流れています。〔市域：東西２９.７㎞南北３７.０㎞・面積：３４２.１ 〕

■ 舞鶴市の人口世帯数調べ          （令和５年４月１日現在）

区 分 
人  口 面 積 

（ ）
世帯数 

総数 男 女 

舞 鶴 市 77,222 38,310 38,912 342.1 39,205 
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■ 舞鶴市のあゆみ 

海とともに歩み発展してきた舞鶴の歴史は、多くの遺跡が物語るように縄文時代に

さかのぼります。弥生時代の遺跡や古墳も数多く存在します。 

１６世紀末に、細川幽斎と忠興の父子が田辺城を築いて以来、西地区は城下町とし

て発展。東地区は明治３４年（１９０１）に海軍鎮守府が設置されてから、軍港とし

て発展してきました。 

昭和１３年、西地区は舞鶴市として、東地区は東舞鶴市としてそれぞれ市制を施

行。そして昭和１８年５月２７日に両市が合併し、現在の舞鶴市が誕生しました。さ

らに昭和３２年には加佐町を編入、市域が拡大しました。 

以来、海という自然の恵みと、交通網整備や国際交流、各種イベントなど、個性あ

るまちづくりを進めています。 

■ 地名の由来 

明治２年（１８６９）の版籍奉還の後、田辺藩は城の別名“舞鶴城”から舞鶴藩と

なり現在の地名となりました。 

■ ２０世紀のあゆみ 

          ⇒          ⇒ 

          ⇒          ⇒ 

西大浦村・東大浦

村・朝来村が東舞鶴

市に合併 

（昭和 17.8.1）

倉梯村の一部と志楽

村の一部とで町制施

行し新舞鶴町となる 

（明治 39.7.1）

中舞鶴・新舞鶴・志

楽村・倉梯村・与保

呂村が合併し東舞鶴

市となる 

（昭和 13.8.1）

町制施行して舞鶴町

となる 

（明治 22.4.1）

四所村・余内村・高

野村・中筋村・池内

村が舞鶴町へ合併 

（昭和 11.8.1） 

舞鶴町が市制施行し

て舞鶴市となる 

（昭和 13.8.1）

舞鶴市と東舞鶴市が合併して舞鶴市となる（昭和 18.5.27） 

舞鶴市へ加佐町編入（昭和 32.5.27） 
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